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「改めて学校ソーシャルワーク実践を振り返る」

２０１５年５月１６日（土）に春日市にあるクローバープラザで本協会の第４回大会を開催しまし

た。スクールソーシャルワーカー事業８年目を迎える今年の大会テーマは、「振り返ろう！学校ソー

シャルワーク実践 －スクールソーシャルワーカーたちの主張－」でした。このテーマは、実践現場

で奮闘するワーカー視点で学校ソーシャルワークを熱く語ってほしい、またその中で今一度、日本の

「学校」で求められているソーシャルワークを会員の皆さまと一緒に考え今後の実践に役立てたいと

いう思いを込めたものでした。プログラム内容としては、県内でスクールソーシャルワーカー（以下、

ＳＳＷ)として活動している１年目のＳＳＷ（村松静予氏）、３年目のＳＳＷ（川野真実氏）、５年

以上経験のＳＳＷ（野中勝治氏）の３名をお呼びし、シンポジウム形式での報告と協議が進められま

した。各シンポジストからは、オリジナルな活動や経験を生かした実践などが報告され、学生会員を

はじめ、１年目から８年目までの現任者、関係者の方々が興味深く、真剣に話を聞いておられました。

その後の協議でも、全てを紹介できないくらい多くの質問をフロアーからいただきました。全体とし

て８０名を超える方々にご出席いただき、盛会のうちに第４回大会を終えることができました。協会

としましても、今大会を通して、学校ソーシャルワークの重要性・必要性を再認識しました。本大会

開催にあたってご協力いただきました協会関係者、学校関係者、行政機関の皆さま、本当にありがと

うございました。

また、本大会前に開催された年次総会では、２期目の役員が選出されました（１期と同じメン

バー）。今期に関しましても、役員が一丸となり、会員の皆さまの学校ソーシャルワーク実践をサ

ポートできるよう積極的に活動を展開して参ります。引き続き、協会活動にご理解・ご協力の程、

お願い致します。

福岡県スクールソーシャルワーカー協会

事務局長 下田 学

振り返ろう！学校ソーシャルワーク実践
― スクールソーシャルワーカーたちの主張 ―

福岡県スクールソーシャルワーカー協会第４回大会



準会員 北原 咲香

最近の研修会では参加している学生会員の方やＳＳＷの

人数に驚きます。私がＳＳＷになった８年前からの数年間

は、知っている方ばかりでしたが今では知らない方も増え、

福岡で活動するＳＳＷや興味をもつ学生が多いことがよく

分かります。シンポジウムでは３名の方がこれまでの実践

を振り返り、努力されてきた様子が伝わりました。「１年

目だからまだ出来ない」ではなく、１年目だからこそ、ま

ずは知ってもらうためにどうしようかと必死に取り組まれ

ており、私の１年目や２年目の頃とは大違いでした。強み

に変えるところがまさにＳＳＷ。唐津市には３名のＳＳＷ

がいるため活動状況の見直しや振り返りをし、課題をみつ

け目標を立てています。しかしそれは全体の目標であり私

自身の課題や目標については明確にしていなかったことを、

研修会を通して気づきました。８年目を迎えてもＳＳＷの

仕事は難しく、うまくいかない時はあります。しかし、先

輩ＳＳＷの方や仲間に相談できるおかげで続けられていま

す。私もＳＳＷに憧れていた一人で、何年たってもＳＳＷ

が大好きといえるような仕事をしていきたいですし、出来

るように目指していきたいと思います。

正会員 大石 浩美

大会シンポジウム『振り返ろう！学校ソーシャルワーク

実践―ＳＳＷたちの主張』に参加させていただきました。

最初に座長の奥村先生が「決意表明のような会」と言われ

ましたが、まさに日ごろの取り組みが目に浮かぶような意

欲的な発表が続きました。発表の中で、「魅せる」という

表現がありました。言葉自体の印象はソーシャルワークと

は無縁に感じますが、学校の先生方にこういった職種を認

知していただくためには、感動していただけるような取り

組みも心の隅において活動したほうがいいと考えていたと

ころでしたので、恐らく目に留まったのだと思います。

日々の活動の中で、「ここは意欲的に前に出していきた

い」という主張する部分と、まだＳＳＷが活動を始めて数

年ということも頭に置き、人として謙虚であることは間違

いなく必要だと考えます。自治体の活用の仕方の違いはあ

れ、今回のシンポジウムであらためて自分のあり方につい

て見つめなおすことができたように思います。ありがとう

ございました。

学生会員 浦田 梨央

今回シンポジウムに参加させていただき、現場で行われ

ている支援の実際や、ＳＳＷの方々は何を感じながら支援

をしているのかを学ぶことができました。

学校現場での立ち回り方や会議における役割等について、

そこでＳＳＷが取り組んでいることや、悩んでいたことを

聴くことができ、現場で活躍している方々は実践と共に生

じる葛藤を乗り越えてきたということがわかりました。３

名の方はそれぞれに強みがあり、それを活かした実践を

行っていました。給食時に教室を回って、くまモン体操を

行ったという話を聴いて、イメージに捉われないユーモア

のある取り組みに衝撃を受けました。三者三様の取り組み

がある一方で、ＳＳＷ共通の専門性があり、それを基盤に

自分の強みを出しつつ、相手の強みをより引き出せるよう

な実践を知ることができました。その中で、それぞれの取

り組みは、何のために行ったのかはっきりと述べられてい

て、取り組みを行う目的を明確にしなければならないと再

確認しました。また、共通してＳＳＷの将来を考えて日々

実践しているということが印象に残っています。各々がＳ

ＳＷという職業のための目標を掲げ、高い意識のもとで

様々な実践を行っていることに深い感銘を受けたと同時に、

自分もより学びを深め、ＳＳＷとしての意識を養っていき

たいと大会が終わった今感じています。

シンポジスト 村松 静予 福岡市教育委員会他 スクールソーシャルワーカー

川野 真実 筑前町教育委員会他 スクールソーシャルワーカー

野中 勝治 苅田町教育委員会他 スクールソーシャルワーカー

座 長 奥村 賢一 福岡県スクールソーシャルワーカー協会 副会長

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科 准教授

「振り返ろう！学校ソーシャルワーク実践

－スクールソーシャルワーカーたちの主張－」



2015.04.11(SAT)

KISOTOKUBETSUSYONIN

久しぶりの研修参加でした。

特別研修として、奥村先生のファシリテー

ションのもと、ピアスーパービジョンの時間

でした。自己紹介で当然のごとく繰り広げら

れるすごい技の数々。なんて芸達者なワー

カーさん達。まずは、驚きと共にＳＳＷに必

要な力のスーパーバイズを受けました。続い

て、今の悩み・困っている事などのシェア。

日々の実践での思いに共感したり、新たな役

割にチャレンジされる若々しいドキドキとわ

くわく感が伝わって来たり、リフレッシュ出

来る楽しい時間でした。最後に、今年度の自

分自身の指針とする事を確認・宣言し終了し

ました。

いつも、自分一人でぐるぐると自問自答し

自己完結していると煮詰まってしまうので、

風を通すいい時間となりました。

ありがとうございました。

正会員 吉田 美抄子

今回の初任者研修では、現任者と初任者の

座談会形式で行われました。現場に出たばか

りで、学校では何をしたら良いのか、先生方

との信頼関係を構築していくうえで、どう

いったことに気を付けているのか、関係機関

とはどのように連携していくのか、といった

初歩的なことも、各現任者から活動の具体的

な場面・状況などを踏まえて聞くことが出来

ました。ＳＳＷは同じ職種であっても、地域

が違うとなかなか会うことが出来ないので、

このような研修会で普段会うことのない現任

者からの助言を聞くことが出来、とても貴重

な機会だったと思います。現任者も複数名い

たため、それぞれの配置形態や個性に応じた

対応・支援を聞くことが出来たので、そこか

ら自分の状況にあった対応・支援を学ぶこと

ができました。また、自分と同じ初任者が今、

どんな活動をして、どんな悩みを抱えている

のかを知る機会にもなりました。初任者とい

う立場は同じでも、新卒者と以前他の機関で

働いていた方とでは質問の観点も異なってい

たため、良い刺激にもなりました。

正会員 山内 未紗希

▶ 初任者研修

「座談会～現任者と話そう！～」

蒲池 恵 他

福岡市教育委員会 スクールソーシャルワーカー

▶ 特別研修

「ピアサロン～みんなのオフレコ広場～」

奥村 賢一

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 副会長

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科 准教授



▶ 基礎研修

「スクールソーシャルワーカーの働くフィールドを知る

～学校とは何か、学校教育とは何か～」

遠入 哲司

福岡市立城原小学校 教頭

まず、私を始めとして初任或いは経験の少

ないＳＳＷの為に、定期的にこうした研修の

機会が与えられる事は、大変有り難いことだ

と考えます。

今回の基礎研修は、外部より講師の先生を

お招きして講義いただくというものでした。

講師の先生は、福岡市内の小学校の管理職を

なさっている現役の先生であり、内容として

も、現在の小学生を取り巻く環境や現場の先

生方がＳＳＷに寄せる期待や現状について現

実感が持てるものでした。学校という領域の

中で、比較的新しい職種であるＳＳＷがどの

ような期待と関心を持って受け入れられてい

るかという点は、興味深いテーマでした。

また、「５分でＳＳＷの仕事を説明しよ

う！」という演習は、そのままＳＳＷという

職種・しごとの本質を見つめさせられるもの

でありました。と、同時に現場に入った初任

のＳＳＷが、これから幾度となく説明を求め

られる「あいさつ」のようなものでもあり、

すぐに役立つ「ちょっとした魔法」を得た思

いです。

最後に、現場での経験と並行して、継続的

かつ体系化された研修が用意されている福岡

県のＳＳＷは大変に恵まれていると考えると

同時に、それに応えるだけの働きを子どもた

ちに返さなければ、との思いを新たにしたと

ころです。

正会員 新島 幸祐



2015.06.13(SAT)

KISOTOKUBETSUYOSEI

▶ 養成研修

「学校ソーシャルワーク実践

スクールソーシャルワーカーの役割と機能」

奥村 賢一

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 副会長

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科 准教授

本協会が開催した６月の研修会に参加しまし

た。会場は北九州市戸畑区で梅雨時期の小雨が

降る週末であったため福岡市内に住んでいる私

にとっては研修に参加するのは正直億劫でした。

しかし、会場に着くと同僚の顔ぶれが揃ってい

たので、皆も頑張っているのだと思うと気持ち

が引き締まってきました。養成研修はあっとい

う間に時間が過ぎて行きました。それは内容が

ＳＳＷ１年生の私が今疑問に感じていることで

タイムリーに知りたかったことが盛り沢山で

あったからです。中でも特に知りたかったのが

「３年後にＳＳＷが外される学校で困らない状

況を作るためにどのような動きをしてよいの

か」「学校現場で多問題を抱えた子どもの支援

はどこまでがＳＳＷの範疇なのか」でした。こ

の研修でこの疑問について偶然にもピンポイン

トで話がありました。一つ目については「ＳＳ

Ｗは単独で動く専門職になってはならない。教

員を巻き込んで子どもの支援をする。チームで

動く。モデル作りをする」ということです。も

う一つについては「ＳＳＷの支援は子どもの教

育を保障するものに繋がっていかなければなら

ない。そのすみ分けをしっかりしてその他の課

題は他機関に繋ぐ」ということです。このこと

で、今後の自分の動きにヒントを得て見通しが

立てやすくなりました。

数多くある疑問や戸惑いがこの研修を受講し

て少し減り気持ちが軽くなったことと会場の窓

から赤い若戸大橋が見えたことで小旅行に来た

ようで気分転換ができた研修となりました。

正会員 平岡 紀江

２グループに分かれて、『カタルタ』を使っ

ての自己紹介。普段何気なく使っている接続詞

ですが、思わぬ接続詞が出ると文章を繋げるの

に一苦労する人も出たり、一気にグループ内が

和みました。自己紹介後は、 各グループで、

「こんな社会資源・サービスがあったらいい

な」というものをメモに書き出して大判用紙に

貼り出し、出されたメモからテーマを決めて話

し合っていきました。その後はグループ半分の

人数をシャッフルして再び話し合い、最後に話

し合ったことを発表して終了という流れでした。

現場で働いているベテラン勢ばかりなので、

あったらいいなのメモも沢山！ただ、支援して

いる地域によって、Ａ地域にはないけどＢ地域

にはあるサービス、似た制度ならうちの地域に

あるよ！など違いも見られ、メモから話題がど

んどん広がりました。また、新しくできたサー

ビスの紹介をする方がいたりと情報交換の場に

もなったりしました。全体を通して感じたのは、

サービスや制度の不足を感じながらも、自身の

連携や知恵を絞って資源不足を補いながら支援

にあたっているということでした。私達のこう

した活動が新たな資源を生み出すことに繋がる

ように、また日々の仕事に取り組みたいと改め

て感じました。

素敵な進行で場を盛り上げてくれた高口さん

に感謝です。ありがとうございます！

正会員 角田 かおり

▶ 特別研修

「ワークショップ『シェアして広げる社会資源』」

高口 恵美

大牟田市・八女市教育委員会

スクールソーシャルワーカー



ＳＳＷになり約３ヶ月です。これまでも相

談業務に従事してきましたが、学校現場なら

ではの課題や社会資源、連携体制等があり、

共に学ばせていただきながら、子どもたちの

状況改善に努めています。

この度の基礎研修においては、事例や演習

を取り入れていただいたことで理解しやすく、

自身の支援方法を見つめ直すいい機会になり

ました。特に、業務上多くの個人情報を取り

扱い、関係機関と密に連携を取ることからも、

秘密保持への意識を強く持ち直せたことは、

今後の業務に反映していけるものと感じま

した。

現場では、迅速な判断や優先順位をつけて

対応せざるを得ないことも多く、ＳＳＷの専

門性が問われていることを実感しています。

これから先、子どもたちを取り巻く多様な課

題に直面した際にも、ＳＳＷの機能を十分に

発揮し、相手の気持ちや生活状況に寄り添い

ながら、子どもの人権・教育・発達を守る役

割を担っていきたいと思います。

今回は貴重な学びの機会をいただき、あり

がとうございました。今後も現場実践や研修、

事例検討等で自己の専門性を高めていき、き

め細かく丁寧な支援を心がけていきたいと思

います。

正会員 上島 奈生

▶ 基礎研修

「学校ソーシャルワーク実践を振り返る」

池田 敏

添田町教育委員会 スクールソーシャルワーカー



2015.08.08(SAT)

KISOSENMONYOSEI

▶ 養成研修

「学校ソーシャルワーク概論」

門田 光司

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 会長

久留米大学文学部社会福祉学科 教授

門田先生による『学校ソーシャルワーク概

論』の研修を受け、ソーシャルワークの起源

を詳しく知ることができ、大変勉強になりま

した。アメリカにおいて、ＳＳＷになるのは

３つの資格保有が要件となっているというこ

とを知り、求められているレベル（質）がい

かに高いかということが分かり、刺激を受け

ました。また、よく耳にする「社会福祉士」

という国家資格は、日本と韓国にしか存在し

ないということに驚きました。

普段は現場で実務を行っているにも関わら

ず、『学校ソーシャルワーク概論』に関して、

自分自身の知識が非常に乏しく感じていまし

た。今回の研修で、しっかりと基礎を学び直

すことができたように思います。日本におけ

る教育に関する問題は、多方面でとりざたさ

れていますが、今一度、ＳＳＷに求められて

いるものは何なのかということを考え直すこ

とができました。

今後の実践等において、物事の考え方や見

方などを初心にかえって見直したり、変化

（工夫等）をつけたりすることができるので

はないかと感じています。常日頃より自己研

鑽を怠ることなく、成長し続けていかねばと

改めて強く感じました。

正会員 安武 大志

▶ 専門研修

「ピアサロン〜３年目以上で語り合おう！〜」

下田 学

九州工業大学 キャンパスソーシャルワーカー

今回の研修は、下田さんと奥様のお心遣いで、

コーヒーを飲みお菓子をつまみながら、ゆった

りとした雰囲気の中での語り合いが出来ました。

日頃話せない現場での悩みやそれぞれの価値観

を、ＳＳＷ同士で語り合うことで、自身のソー

シャルワークを振り返る貴重な機会となりまし

た。

主に「昔と変わらない視点、変わった視点」

について、トークが繰り広げられたのですが、

「昔はがむしゃらにやってきたところを、最近

では上手に人に頼れるようになった」「学校の

ことを分かってきたことで、求める役割の範囲

がわかってきた」等、共感できるところや参考

になるところ、様々な話がありました。

経験年数は違っても、始めは私と同じことで

悩んだり考えたりしていたのか、ということが

分かり、気持ちが楽になりました。また、他の

方の意見を自身の所属する市町村に当てはめて

考えることで、新たな気付きが出来たように感

じます。

私も含め、一人職場の方々はきっとこのよう

な場に飢えているのではないかなと感じたので、

是非またピアサロンを開店してほしいと思いま

した。

正会員 川野 真実



▶ 基礎研修

「明日から使えるグループワーク」

田上 麻衣子 他

福岡市教育委員会 スクールソーシャルワーカー

今回の研修では、結婚相手を紹介する会社に

なりきり、男女それぞれの要望をもとに5組の

理想のカップルを成立させるというグループ

ワークを行いました。最初に、各々で男女の要

望を読み、個人決定を行いました。その後、意

見を交換し集団決定へと移ったのですが、皆意

見がバラバラだったためお互いに意見を聞き合

い、まとめていきました。最終的にはグループ

内で話し合ったことを全体で共有することでよ

り多様な見方があることを実感でき、同じ情報

でも聞き手それぞれの経験や考え方によって、

また重点の置き方によって、捉え方は違うもの

になるのだなと改めて感じました。複数で話し

合いをする際、意見をまとめるということは簡

単ではないと思います。立場が異なるとなおさ

らです。しかし、より正しい結果を導き出すた

めにも自分だけの判断で決断付けるのではなく、

一つの事例でも意見を交換し合い様々な角度か

ら捉えることで、他の可能性の気付きに繋がる

と実感することができました。また、自分の考

え方の傾向も知ることができたため、自分の判

断を省み、今後グループワークをする際に活用

していきたいと思います。ありがとうございま

した。

学生会員 宮本 燿子



配置３年目の校区を引き継いだ身であるた

め、これまでの実績を汚さぬよう、しっかり

仕事をしなければいけないと思っています。

具体的な目標は２点。１点目は、私なりの新

たな足跡を残すことです。２点目は、ＳＳＷ

配置最終年であることを常に意識し、支援が

必要な児童・生徒・家庭への支援を引き継い

でもらえるよう、先生方への働きかけを行っ

ていくことです。ＳＳＷ１年目の私ですが、

相談援助職の専門性を必要場面で示していき、

ＳＳＷが児童・生徒とその家庭にとって、ま

た学校運営にとって必要不可欠な存在である

と認識してもらえるような活動をしていきた

いです。また、福岡市ＳＳＷの一員として、

全体のレベルアップにつながる活動に積極的

に取り組みたいです。

安武 まみ
福岡市教育委員会 スクールソーシャルワーカー

今年の３月に大学を卒業し、４月から糟屋郡

須恵町でＳＳＷとして活動をしています。高校

生の頃に志したＳＳＷの仕事が出来る喜びを感

じる一方、ＳＳＷとしてはもちろん、社会人と

してもまだまだ未熟な自分に対し自信を無くし、

悩むことも多くあります。しかし、子どもたち

の笑顔と先輩のＳＳＷをはじめとした周囲の

方々に支えられ、日々活動することが出来てい

ます。

今年度は全ての事が初めてで、たくさんの失

敗があると思います。それらの失敗から一つで

も多くのことを学び、今後の活動に生かして専

門性を高めていきたいと思います。ですが、何

よりもまず、一人の社会人としての人間力を身

につけていきたいと思います。子どもたちや保

護者、先生方に「つい話したくなる」「話すと

気持ちが軽くなる」と思ってもらえるような人

になりたいと思います。この１年で人としての

基礎をしっかりと築き、専門職として長く活動

できるよう頑張っていきたいと思っています。

山内 未紗希
須恵町教育委員会 スクールソーシャルワーカー

とてつもなく

ポジティブ！

仕事への熱意

「常勤化SSW！」=それぐらい学校に

かかせない存在になっていたい！

こどもに寄り添うSSW

3年後、どんなSSWになっていたい？

3年後、どんなSSWになっていたい？

私のスペック

私のスペック

今年度採用の初任者の方に一年目

の意気込みをきいてみました。



事務局

荒巻 智之

研修委員会

池田 敏

副会長

奥村 賢一

事務局

梶谷 優子

会長

門田 光司

広報委員会

蒲池 恵

研修委員会

高口 恵美

事務局長

下田 学

広報委員会

田上 麻衣子

広報委員会

寺田 有起

研修委員会

土井 幸治

広報委員会

中筋 啓介

事務局

山﨑 千栄子
研修委員会

横山 明希

第２期運営委員紹介
今期もよろしくお願いします。

今回は、あいうえお順で他己紹介形式です！！

事務局

森 真司



Shinji Mori

Keisuke Nakasuji

Megumi Kamachi

Aki Yokoyama

Fashion Check
現場で働くＳＳＷは普段どのような服装や身なりで活動しているのでしょうか。

中には、場面に応じて切り替えたり、現場で溶け込むための工夫があったりと、個性やこだわりを

持ってモチベーションアップにつなげるＳＳＷもいるようです。

今回は福岡市のメンバーに密着です！

あなたの町にも、突撃で取材に伺うかもしれません

中学校区拠点巡回型ＳＳＷ

中学校区拠点巡回型ＳＳＷ

派遣型ＳＳＷ

派遣型ＳＳＷ



SSW Fashion

SSW Fashion

SSW Fashion

SSW Fashion

SSW Fashion

SSW Fashion

SSW Fashion

SSW Fashion



N
：
中
筋
啓
介
（

派
遣
型

）

K
：
蒲
池
恵
（

派
遣
型

）

M
：
森
真
司
（

中
学
校
区
拠
点
巡
回
型

）

Y
：
横
山
明
希
（

中
学
校
区
拠
点
巡
回
型

）

T
:
寺
田
有
起
（

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア

）

T

：

今

回

は

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

が

テ
ー

マ

に

な
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
服
装
に
つ
い
て
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

N
：
心
が
け
て
い
る
こ
と
・
・
・
人
に
見
ら

れ

て

恥

ず

か

し

く

な

い

服

装

で

す

か

ね

K
：
具
体
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
は
？

N
：
ま
ず
基
本
に
忠
実
に
。
冬
は
ス
ー
ツ
に

ネ
ク
タ
イ
。
夏
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
半
袖
シ
ャ

ツ
と
ス
ー
ツ
の
パ
ン
ツ
と
い
う
。
最
低
限
基

本
的
な
と
こ
ろ
は
お
さ
え
て
お
き
ま
す
ね
。

Y
：
ど
ん
な
場
面
に
で
も
対
応
で
き
る
服
装

で
す
ね
。
子
ど
も
に
も
会
う
し
、
一
緒
に
遊

ぶ
こ
と
も
あ
る
し
、
一
方
、
機
関
訪
問
も
す

る
の
で
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
都
度
着
替

え

を

持

ち

歩

く

こ

と

も

で

き

な

い

の

で
・
・
・
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
大
丈
夫
な
服

装
を
考
え
て
い
ま
す
か
ね
。

T
：
具
体
的
に
と
り
い
れ
て
い
る
こ
と
は
ど

ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

Y
：
た
ま
に
ス
カ
ー
ト
を
は
き
た
い
な
と
思

う
と
き
も
あ
る
け
ど
、
学
校
に
行
く
と
き
は

基
本
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
で
す
ね
。
動
け
る
し
。

後
は
、
あ
ま
り
露
出
し
す
ぎ
な
い
服
装
で
す

か
ね
。
夏
は
暑
い
で
す
け
ど
、
カ
ー
デ
ィ
ガ

ン
を
は
お
っ
て
み
た
り
と
か
し
て
ま
す
ね
。

K
：
服
装
も
相
手
に
与
え
る
プ
ラ
ス
の
一
要

素

と

し

て

印

象

づ

く

ら

れ

る

も

の

か

な

と

思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
こ
そ
ス
ー
ツ
一
枚

着
た
ら
私
の
一
言
が
か
わ
る
の
で
あ
れ
ば
着

る
と
い
う
感
じ
で
、
相
手
に
伝
わ
る
方
法
の

た
め
に
服
装
を
活
用
し
た
り
し
ま
す
ね
。
や

わ
ら
か
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
き

は
、
や
わ
ら
か
い
よ
う
な
色
を
着
る
と
い
う

こ
と
も
し
て
ま
し
た
ね
。
は
じ
め
て
会
う
方

と
か
は
、
な
る
べ
く
奇
抜
な
色
の
服
を
着
な

い
よ
う
な
心
が
け
は
し
て
ま
し
た
ね
。

T
：
色
の
力
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

M
：
そ
う
で
す
ね
・
・
・
特
に
み
な
さ
ん
の

よ
う
な
こ
だ
わ
り
は
な
い
で
す
が
、
ま
ぁ
季

節
に
合
っ
た
服
装
、
場
に
会
っ
た
服
装
ぐ
ら

い
で
す
か
ね
。
見
た
目
も
大
切
で
す
け
ど
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
僕
は
機
能
性
も
大
事
に

す
る
。
寒
け
れ
ば
着
る
、
冬
で
あ
れ
ば
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
一
枚
は
お
っ
て
・
・
・
体
調
も
大

事
じ
ゃ
な
い
で
す
か
（
笑
）

一
同
：
（
笑
）

T
：
今
日
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

K
：
今
日
は
研
修
講
師
だ
っ
た
の
で
、
シ
ャ

ツ
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

の
中
で
一
番
好
き
な
シ
ャ
ツ
を
選
ん
で
き
ま

し
た
。
気
合
を
い
れ
る
た
め
。

T
：
な
ん
か
服
装
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

も
つ
な
が
り
ま
す
よ
ね
。
好
き
な
服
を
着
る

と
頑
張
ろ
う
的
な
。

Y
：
な
ん
で
し
ょ
う
ね
・
・
・
だ
い
た
い
パ

ン
ツ
に
襟
付
き
の
シ
ャ
ツ
な
ん
で
す
よ
ね
。

今
日
は
半
袖
だ
っ
た
の
で
、
朝
寒
か
っ
た
し

カ
ー

デ

ィ

ガ

ン

着

た

的

な

・

・

・
（

笑
）

一
同
：
（
笑
）

Y
：
シ
ャ
ツ
は
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
な
い
の

で
、
同
じ
組
み
合
わ
せ
に
な
り
ま
す
ね
。
あ

と
は
、
シ
ャ
ツ
を
入
れ
る
か
入
れ
な
い
か
と

い
う
感
じ
で
す
ね
。

N
：
ポ
イ
ン
ト
・
・
・
今
日
は
S
V
と
か
研

修
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
ん
な
と
き
は
お
気
に

入
り
の
・
・
・

一
同
：
（
笑
）
や
っ
ぱ
り
！
！

N
：
数
あ
る
シ
ャ
ツ
の
中
か
ら
、
気
に
入
っ

て

い

る

や

つ

を

着

た

り

し

ま

す

ね

。

M
：
僕
が
今
日
こ
れ
を
着
て
い
る
の
は
、
た

だ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。

一
同
：
（
笑
）

M
：
で
も
、
や
っ
ぱ
り
買
う
と
き
は
好
き
な

色
で
買
い
ま
す
よ
ね
。
ピ
ン
ク
が
好
き
な
の

で
。
で
、
今
日
は
奥
さ
ん
が
ア
イ
ロ
ン
を
か

け
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
ど
れ
で
も
選
べ
た

の
で
、
そ
の
中
か
ら
好
き
な
色
の
ピ
ン
ク
を

選
ん
で
着
て
き
ま
し
た
。



T
：
配
置
形
態
な
ら
で
は
の
服
装
に
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
？
で
は
派
遣
型
か
ら
・
・
・

N
：
派
遣
型
は
、
先
生
や
関
係
機
関
の
方
々

に
会
う
と
い
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
最
低
限

マ
ナ
ー
を
満
た
す
よ
う
に
、
誰
が
み
て
も
変

じ
ゃ
な
い
よ
う
な
服
装
。
僕
の
場
合
は
、
派

遣
の
移
動
が
広
範
囲
な
の
で
、
移
動
で
は
電

車
や
自
転
車
を
つ
か
う
の
で
、
さ
っ
き
も
で

て
い
た
機
能
性
、
通
気
性
が
あ
る
と
か
、
汗

を
す
ぐ
す
い
と
る
と
か
に
は
気
を
つ
か
っ
て

服
装
を
選
ん
で
い
ま
す
ね
。

K
：
派
遣
型
の
場
合
、
は
じ
め
ま
し
て
の
機

会
が
多
い
の
で
、
な
る
べ
く
透
明
度
が
あ
る

服
装
と
い
う
か
相
手
に
カ
ラ
ー
づ
け
し
な
い

よ
う
な
服
装
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
ね
。
去

年
ま
で
が
中
学
校
区
拠
点
巡
回
型
で
、
今
年

か
ら
が
派
遣
型
な
の
で
、
そ
の
中
で
究
極
に

か
わ
っ
た
な
と
思
う
こ
と
は
、
派
遣
型
の
方

が
圧
倒
的
に
女
性
的
な
服
装
を
着
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
の
が
一
つ
あ
っ
て
、
何
で
だ

ろ
う
と
考
え
た
と
き
に
、
や
は
り
中
学
校
拠

点
巡
回
型
の
と
き
は
女
性
ら
し
さ
を
服
装
で

出
そ
う
と
は
し
て
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も

派
遣
型
だ
と
対
応
す
る
相
手
が
大
人
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
・
・
・
大
人
に
対
し
て
は
、

女
性
の
身
だ
し
な
み
や
振
る
舞
い
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

T
：
わ
か
り
ま
す
。
逆
に
派
遣
型
か
ら
中
学

校
拠
点
巡
回
型
に
な
っ
た
ら
、
ス
カ
ー
ト
を

は
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

T

：

で

は
、

中

学

校

拠

点

巡

回

型

で

は

？

Y
：
中
学
校
区
拠
点
巡
回
型
だ
と
、
小
学
校

に
拠
点
を
置
い
て
い
る
の
で
小
学
生
と
会
う

こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
本
当
は
暗
い

色
が
好
き
な
ん
で
す
が
、
や
わ
ら
か
さ
を
出

す
色
を
な
る
べ
く
選
ぶ
よ
う
に
し
た
り
と
か
、

そ
れ
こ
そ
一
緒
に
掃
除
し
た
り
逆
上
が
り
し

た
り
す
る
の
で
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
で
す
ね
。

色

々

荷

物

を

持

っ

て

移

動

す

る

こ

と

が

多

か
っ
た
り
、
運
動
場
で
走
り
回
っ
て
子
ど
も

た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
も
あ
る
の
で
靴
は
ヒ
ー
ル

が

な

い

も

の

を

選

ん

で

い

る

の

も

あ

る

し
・
・
・
。
あ
と
は
、
何
校
か
ま
わ
る
学
校

の

平

均

的

な

服

装

を

考

え

て

合

わ

せ

た

り

も
し
ま
す
ね
。

M
：
な
ん
で
し
ょ
う
・
・
・
汚
れ
て
も
い
い

服
装
と
い
う
か
・
・
・
普
段
づ
か
い
の
ス
ー

ツ
と
外
部
の
研
修
講
師
に
行
く
と
き
の
ス
ー

ツ
は
区
別
し
た
り
し
ま
す
ね
。
あ
と
は
子
ど

も

た

ち

か

ら

見

た

ら
「

先

生
」

な

の

で
、

「
先
生
は
や
っ
て
る
じ
ゃ
ん
」
と
思
わ
れ
な

い
服
装
・
・
・
特
に
中
学
生
と
か
で
す
ね
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
こ
こ
ろ
が
け
て
い
ま
す

ね
。

K
：
そ
う
で
す
よ
ね
。
平
均
的
な
服
装
と
い

う
の
も
そ
う
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
学
校
の
先

生
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
こ
わ
す

と
い
う
か
・
・
・
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ

と
は
し
た
く
な
い
で
す
よ
ね
。
学
校
の
先
生

た

ち

の

中

で

は

当

た

り

前

の

こ

と

で

も
、

我
々
か
ら
し
た
ら
案
外
気
づ
い
て
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
平
均
を
み
な
が

ら
と
い
う
の
は
わ
か
り
や
す
い
か
も
で
す
ね
。

M
：
毎
日
会
う
先
生
方
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と

ず
つ
ネ
ク
タ
イ
の
色
味
が
連
続
し
な
い
よ
う

に
も
し
て
ま
す
ね
。

T
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
楽
し
ん
で
い

る
こ
と
は
？

M
：
僕
は
、
さ
さ
や
か
で
す
け
ど
ネ
ク
タ
イ

と
か
タ
イ
ピ
ン
で
す
か
ね
。

K
：
私
は
ハ
ン
カ
チ
で
す
ね
。
そ
こ
で
自
分

ら
し
さ
を
出
し
た
り
し
ま
す
ね
。

N
：
シ
ャ
ツ
の
ち
ょ
っ
と
ラ
イ
ン
が
入
っ
て

い
る
や
つ
を
着
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ

た
り
と
か
で
す
ね
。
冬
だ
と
で
す
ね
、
協
会

の
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
つ
け
る
と
バ
シ
ッ
と
き
ま

り
ま
す
ね
！

M
：
ネ
ク
タ
イ
で
い
え
ば
、
会
う
人
に
よ
っ

て
結
び
方
を
か
え
た
り
し
ま
す
ね
。

女
性
人
：
へ
ぇ
ー
ー
ー
ー

M
：
年
配
の
方
で
あ
れ
ば
、
ネ
ク
タ
イ
の
三

角
を
大
き
く
し
て
結
ん
だ
り
、
若
い
人
で
あ

れ
ば
シ
ュ
ッ
と
し
て
結
ん
だ
り
し
ま
す
ね
。

T

：

靴

と

か

は

ど

う

で

す

か

ね

？

M
：
革
靴
で
す
ね
。

Y
：
履
き
つ
ぶ
す
の
で
、
安
い
や
つ
で
す
か

ね
。

N
：
黒
の
地
味
目
の
動
き
や
す
い
靴
で
す
か

ね
。

Y

：

持

ち

物

編

は
、

ま

た

別

で

す

か

ね

？

T
：
そ
う
で
す
ね
、
乞
う
ご
期
待
で
す
ね
。

SSW Fashion



共催

福岡県スクールソーシャルワーカー協会

去る2015年7月4日（土）、5日（日）に福岡国際会議場にて

「日本学校ソーシャルワーク学会第10回記念全国大会」が開催されました。

当協会からも多くの会員が参加し、福岡のパワーを全国に発信する大変有意義な大会となりました。

日本学校ソーシャルワーク学会第10回記念大会 福岡大会

「学校ソーシャルワーク実践の動向と今後の新たな展開―10年目の起点―」



Pieces Piecesでは、SSWに関わる方々を、

リレー形式でご紹介していきます！

上野 健太 福岡市教育委員会スクールソーシャルワーカー

発行責任者： 奥村 賢一

編集担当 ： 広報委員会 蒲池 恵 寺田 有起 田上 麻衣子 中筋 啓介

お問い合わせ

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 事務局

〒839-8502

福岡県久留米市御井町1635番地 久留米大学 文学部社会福祉学科 （担当／山﨑）

Tel：0942-43-4411 Fax：0942-43-5160  

E-mail：fassw-2012@hotmail.co.jp

福岡市で昨年４月からＳＳＷをしています上野健太です。私は高校時代からプライベートでバンド活

動をしており、休日は音楽スタジオに通っています。吹奏楽部に入部したことをきっかけに始めたドラ

ムも続けること今年で１２年目。音楽を通して色んな人と出会うことができ、出会った人たちから受け

た影響は数えきれないほどです。「努力は人を裏切らない」「継続は力なり」という言葉は受

け売りですが、色んな場面で今でも私を支え続けています。

福岡市のＳＳＷの中でも音楽好きが集まり、昨年から「福岡市ＳＳＷ軽音部」が発足されました。ま

た、他の福祉職の方とも一緒に音楽ライブを行ったり、新しくバンドを結成したりと、私にとって、

音楽は多くの人たちと出会い、交流をするきっかけになっています。ＳＳＷになって２年目、私はこの

出会いをもっと学校ソーシャルワークに活かしていきたいと思っています。

子どもたちは私たち大人のことをよく見ています。子どもたちが笑顔になれるよう、まずは自分自身

が本気で遊び、本気で笑えることが大切だと思います。遊びや趣味を通して多くの人と出会い、

そこで得た経験や喜びなどのエネルギーを子どもたちの笑顔に変えていくことが出来れば幸いです。

FASSWより：協会情報は、ホームページとFacebookにも掲載しております！！

ホームページ fassw-2012.jp

Facebook 「福岡県スクールソーシャルワーカー協会」

研修事業より：次回の研修会は、10月10日（土）です。詳細はメーリング等にて

ご案内します。ご参加お待ちしています。

広報事業より：次回広報誌の配信は、12月末を予定しています。


